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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第17期

第２四半期
連結累計期間

第18期
第２四半期
連結累計期間

第17期

会計期間
自 2021年10月１日
至 2022年３月31日

自 2022年10月１日
至 2023年３月31日

自 2021年10月１日
至 2022年９月30日

売上高 (百万円) 1,145 13,911 2,428

経常利益又は経常損失（△） (百万円) △394 4,408 △1,015

親会社株主に帰属する四半期純利益又
は親会社株主に帰属する
四半期(当期)純損失（△）

(百万円) △268 3,041 △838

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △268 3,041 △838

純資産額 (百万円) 453 3,443 399

総資産額 (百万円) 2,231 7,288 2,039

１株当たり四半期純利益又は１株当た
り四半期(当期)純損失（△）

(円) △70.02 760.31 △217.96

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― 753.61 ―

自己資本比率 (％) 20.3 47.0 18.7

営業活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △390 2,909 △974

投資活動によるキャッシュ・フロー (百万円) 11 △62 96

財務活動によるキャッシュ・フロー (百万円) 51 △512 349

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 1,023 3,157 822
 

　

回次
第17期

第２四半期
連結会計期間

第18期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2022年１月１日
至 2022年３月31日

自 2023年１月１日
至 2023年３月31日

１株当たり四半期純利益又は１株当た
り四半期純損失（△）

(円) △23.36 273.24
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．第17期第２四半期連結累計期間及び第17期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜

在株式は存在するものの、１株当たり四半期(当期)純損失であるため、記載しておりません。

 
２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ (当社及び当社の子会社) が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

なお、株式会社バンク・オブ・インキュベーションは、2022年10月１日付で株式会社Koiniwaに商号変更しておりま

す。また、2022年11月１日付で株式会社バンク・オブ・インキュベーションを新たに設立し、連結の範囲に含めてお

ります。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前連結会計年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変

更はありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 
(1) 経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症に係る規制緩和や各種政策の効果

により、景気が持ち直していくことが期待されておりますが、海外の金融政策による影響や物価上昇、供給面での

制約、金融資本市場の変動等による影響など、引き続き注視する必要があります。

当社グループの事業を取り巻く環境においては、2022年における世界のモバイルゲーム市場規模は８兆9,146億

円、そのうち日本国内では１兆2,129億円と高い水準で推移しております (参考：株式会社角川アスキー総合研究所

「ファミ通モバイルゲーム白書2023」)。

このような事業環境のもと、当社グループでは、中長期的な成長の要となる複数の新規アプリの企画・開発及び

既存アプリの運営に取り組んでまいりましたが、「メメントモリ」の大きな寄与により、グループ全体の売上高・

利益は前年同期比で大きく増収増益となりました。また、「幻獣契約クリプトラクト」は配信開始から８周年を迎

えることができました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は13,911百万円 (前年同四半期比1,114.26％増)、営業利益は

4,392百万円 (前年同四半期は営業損失394百万円)、経常利益は4,408百万円 (前年同四半期は経常損失394百万

円)、親会社株主に帰属する四半期純利益は3,041百万円 (前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失268百

万円) となりました。

なお、当社グループはスマートフォンアプリ関連事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省

略しております。

 

(2) 財政状態の状況

(資産)

当第２四半期連結会計期間末における総資産は7,288百万円となり、前連結会計年度末に比べ5,248百万円増加い

たしました。これは主に、現金及び預金が2,343百万円増加、売掛金が2,531百万円増加したことによるものであり

ます。

 

(負債)

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は3,845百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,204百万円増加

いたしました。これは主に、未払金が847百万円増加、未払法人税等が1,358百万円増加したことによるものであり

ます。

 

(純資産)

当第２四半期連結会計期間末における純資産は3,443百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,044百万円増加い

たしました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益を3,041百万円計上したことによるものであります。

 
(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物 (以下、「資金」という。) は、3,157百万円となりま

した。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 
(営業活動によるキャッシュ・フロー)
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当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果得られた資金は2,909百万円となりました。主な要因は、税金

等調整前四半期純利益の計上4,408百万円、売上債権の増加額2,531百万円、未払金の増加額847百万円、前受金の増

加額13百万円、未収消費税等の減少額25百万円によるものであります。

 
(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果使用した資金は62百万円となりました。要因は、定期預金の

預入による支出9百万円、有形固定資産の取得による支出4百万円、敷金及び保証金の差入による支出48百万円によ

るものであります。

 
(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果使用した資金は512百万円となりました。要因は、短期借入金

の純減額300百万円、長期借入金の返済による支出215百万円、ストックオプションの行使による収入3百万円による

ものであります。

 
(4) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

当第２四半期連結累計期間において、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経

営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重

要な変更はありません。

 
(5) 経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略について重要な変更はあり

ません。

 
(6) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

(7) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、151百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 14,000,000

計 14,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2023年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2023年５月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,003,000 4,003,000
東京証券取引所
(グロース市場)

単元株式数は100株であります。

計 4,003,000 4,003,000 ― ―
 

(注) 提出日現在発行数には、2023年５月１日からこの四半期報告書提出日に新株予約権の行使により発行された株

式数は、含まれておりません。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2023年１月１日～
　2023年３月31日
(注)

4,000 4,003,000 1 562 1 539

 

(注) 新株予約権 (ストック・オプション) の権利行使による増加であります。
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(5) 【大株主の状況】

  2023年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
(自己株式を除
く。)の総数に
対する所有株式
数の割合(％)

樋口　智裕 東京都新宿区 1,743,100 43.54

田中　大介 東京都新宿区 282,000 7.04

株式会社Cygames 東京都渋谷区南平台町16－17 79,100 1.97

株式会社SBI証券 東京都港区六本木１－６－１ 53,164 1.32

野村證券株式会社 東京都中央区日本橋１－13－１ 38,400 0.95

SMBC日興証券株式会社 東京都千代田区丸の内３－３－１ 29,600 0.73

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町１－４ 18,900 0.47

JPモルガン証券株式会社
東京都千代田区丸の内２－７－３　東京ビル
ディング

17,700 0.44

山中　行人 京都府京都市左京区 15,400 0.38

大熊　幹紀 神奈川県海老名市 14,300 0.35

計 ― 2,291,664 57.24
 

(注) １．2022年11月21日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書 (変更報告書) において、モルガン・スタン

レーMUFG証券株式会社及びその共同保有者２名が2022年11月15日現在で以下のとおり株式を保有している旨

が記載されているものの、当社として2023年３月31日現在における実質所有株式数の確認ができないことか

ら上記大株主の状況には含めておりません。

なお、大量保有報告書 (変更届出書) の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

(株)
株券等保有割合

(％)

モルガン・スタンレーMUFG証券株
式会社

東京都千代田区大手町１－９－７　大手
町フィナンシャルシティサウスタワー

24,200 0.61

モルガン・スタンレー・アンド・
カンパニー・インターナショナ
ル・ピーエルシー

英国 ロンドン カナリーワーフ 25 カ
ボットスクエア E14 4QA

107,400 2.69

モルガン・スタンレー・アンド・
カンパニー・エルエルシー

アメリカ合衆国 19801 デラウェア州
ウィルミントン、 オレンジ・ストリート
1209 コーポレーション・トラスト・セン
ター、 ザ・コーポレーション・トラス
ト・カンパニー気付

5,100 0.13

 

２．2022年12月21日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書 (変更報告書) において、ゴールドマン・

サックス証券株式会社及びその共同保有者２名が2022年12月15日現在で以下のとおり株式を保有している旨

が記載されているものの、当社として2023年３月31日現在における実質所有株式数の確認ができないことか

ら上記大株主の状況には含めておりません。

なお、大量保有報告書 (変更届出書) の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

(株)
株券等保有割合

(％)

ゴールドマン・サックス証券株式
会社

東京都港区六本木６－10－１　六本木ヒ
ルズ森タワー

0 0.00

ゴールドマン・サックス・イン
ターナショナル

Plumtree Court, 25 Shoe Lane, London
EC4A 4AU, United Kingdom

144,400 3.61

ゴールドマン・サックス・アン
ド・カンパニー・エルエルシー

200 West Street, New York, New York
10282, U.S.A

600 0.02
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

    2023年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

 
完全議決権株式であり、権
利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式
であります。
なお、単元株式数は100株
であります。

3,998,600 39,986

単元未満株式
普通株式

― ―
4,400

発行済株式総数 4,003,000 ― ―

総株主の議決権 ― 39,986 ―
 

(注) 「単元未満株式」には、当社所有の自己株式34株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

なお、当第２四半期会計年度末時点の自己株式数は34株、発行済株式総数に対する所有株式数の割合は0.00％

であります。

当該株式は、上記「発行済株式」の「単元未満株式」欄に含めております。

 
２ 【役員の状況】

　　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

(1) 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府

令第64号)に基づいて作成しております。

(2) 当社の四半期連結財務諸表に掲記される科目その他の事項の金額については、従来、千円単位で記載しておりま

したが、第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間より百万円単位で記載することに変更いたしまし

た。

 
２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間 (2023年１月１日から2023年

３月31日まで) 及び第２四半期連結累計期間 (2022年10月１日から2023年３月31日まで) に係る四半期連結財務諸表

について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2022年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,043 3,387

  売掛金 298 2,830

  その他 79 403

  流動資産合計 1,422 6,620

 固定資産   

  有形固定資産 5 8

  無形固定資産 6 5

  投資その他の資産 606 654

  固定資産合計 617 668

 資産合計 2,039 7,288

負債の部   

 流動負債   

  短期借入金 300 ―

  1年内返済予定の長期借入金 424 418

  未払金 275 1,123

  未払法人税等 6 1,365

  その他 77 592

  流動負債合計 1,084 3,498

 固定負債   

  長期借入金 555 346

  固定負債合計 555 346

 負債合計 1,640 3,845

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 560 562

  資本剰余金 713 715

  利益剰余金 △892 2,148

  自己株式 △0 △0

  株主資本合計 382 3,426

 新株予約権 17 17

 純資産合計 399 3,443

負債純資産合計 2,039 7,288
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2021年10月１日
　至 2022年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年10月１日
　至 2023年３月31日)

売上高 1,145 13,911

売上原価 1,134 5,622

売上総利益 10 8,288

販売費及び一般管理費 ※１  405 ※１  3,895

営業利益又は営業損失（△） △394 4,392

営業外収益   

 受取利息 0 0

 受取手数料 3 29

 助成金収入 3 ―

 その他 0 0

 営業外収益合計 7 29

営業外費用   

 支払利息 6 3

 為替差損 ― 10

 支払手数料 0 0

 営業外費用合計 7 14

経常利益又は経常損失（△） △394 4,408

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△394 4,408

法人税等 △125 1,367

四半期純利益又は四半期純損失（△） △268 3,041

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△268 3,041
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2021年10月１日
　至 2022年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年10月１日
　至 2023年３月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △268 3,041

四半期包括利益 △268 3,041

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △268 3,041
 

EDINET提出書類

株式会社バンク・オブ・イノベーション(E34116)

四半期報告書

11/18



(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2021年10月１日
　至 2022年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年10月１日
　至 2023年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 
税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失（△）

△394 4,408

 減価償却費 2 2

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △8 ―

 受取利息 △0 △0

 助成金収入 △3 ―

 支払利息 6 3

 売上債権の増減額（△は増加） △69 △2,531

 未払金の増減額（△は減少） 69 847

 前受金の増減額（△は減少） △89 13

 未収消費税等の増減額（△は増加） 76 25

 その他 24 152

 小計 △386 2,922

 利息の受取額 0 0

 利息の支払額 △6 △3

 法人税等の支払額 △0 △9

 助成金の受取額 3 ―

 営業活動によるキャッシュ・フロー △390 2,909

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の払戻による収入 20 ―

 定期預金の預入による支出 ― △9

 有形固定資産の取得による支出 ― △4

 無形固定資産の取得による支出 △6 ―

 敷金及び保証金の差入による支出 △2 △48

 投資活動によるキャッシュ・フロー 11 △62

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の増減額（△は減少） 300 △300

 長期借入金の返済による支出 △248 △215

 ストックオプションの行使による収入 ― 3

 財務活動によるキャッシュ・フロー 51 △512

現金及び現金同等物に係る換算差額 ― △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △327 2,334

現金及び現金同等物の期首残高 1,351 822

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  1,023 ※１  3,157
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

(連結の範囲の重要な変更)

第１四半期連結累計期間より、新たに設立した株式会社バンク・オブ・インキュベーションを連結の範囲に含め

ております。

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

(税金費用の計算)

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

 
(四半期連結損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2021年10月１日
　至　2022年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年10月１日
　至　2023年３月31日)

広告宣伝費 293百万円 3,769百万円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目との金額との関係は、次のと

おりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2021年10月１日
　至　2022年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年10月１日
　至　2023年３月31日)

現金及び預金 1,326百万円 3,387百万円

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △302　〃 △230　〃

現金及び現金同等物 1,023百万円 3,157百万円
 

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループはスマートフォンアプリ関連事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略して

おります。 
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(収益認識関係)

(収益の分解情報)

前第２四半期連結累計期間 (自　2021年10月１日　至　2022年３月31日)

当社グループの売上高は、顧客との契約から生じる収益であり、当社グループの報告セグメントを取引形態別に

分解した場合の内訳は、以下のとおりであります。

 
 (単位：百万円)

売上収益の主要な区分 売上高

ユーザー課金収入 1,008

その他 136

合計 1,145
 

 

当第２四半期連結累計期間 (自　2022年10月１日　至　2023年３月31日)

当社グループの売上高は、顧客との契約から生じる収益であり、当社グループの報告セグメントを取引形態別に

分解した場合の内訳は、以下のとおりであります。

 
 (単位：百万円)

売上収益の主要な区分 売上高

ユーザー課金収入 13,899

その他 11

合計 13,911
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2021年10月１日
至 2022年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年10月１日
至 2023年３月31日)

(1) １株当たり四半期純利益又は
　　１株当たり四半期純損失(△)

△70円02銭 760円31銭

(算定上の基礎)   

　親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
　に帰属する四半期純損失(△)(百万円)

△268 3,041

 普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
又は親会社株主に帰属する四半期純損失(△)
(百万円)

△268 3,041

 普通株式の期中平均株式数(株) 3,839,232 3,999,757

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ― 753円61銭

 (算定上の基礎)   

　親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(百万円) ― ―

　普通株式増加数(株) ― 35,535

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結
会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

(注) 前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するもの

の、１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

2023年５月12日

 
株式会社バンク・オブ・イノベーション

 　　取　 締　 役　 会　 　　御　中
 

 
有限責任監査法人ト　ー　マ　ツ  

東 　京 　事 　務 　所  
 

指定有限責任社員

業務執行社員

 
公認会計士

 
村　　上　　　　　　淳

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員

 
公認会計士
 

前　 川　　　　邦　 夫
 

 

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社バンク・

オブ・イノベーションの2022年10月１日から2023年9月30日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間（2023年1月1

日から2023年3月31日まで）及び第2四半期連結累計期間（2022年10月1日から2023年3月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社バンク・オブ・イノベーション及び連結子会社の2023年3

月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第2四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を

適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し
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て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ

ビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期

連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明する

ことが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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